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動作環境動作環境

ご利用環境の確認

OS

Windows Vista,Windows XP (SP2)
Windows 2000

Windows3.1、95、Windows98
マッキントッシュ

○ ×

ブラウザ

InternetExplorer6.0  以上 Firefox、Netscape

○ ×

モニター解像度 1024x768以上 *1280x1024(推奨)

ハードディスク空き
容量

100MB

メモリ容量 512MB 以上

プロセッサー速度 1Ghz 以上

インターネット接続
ブロードバンド(ケーブル、DSL、衛星、
その他) 
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FOREX.com Meta Trader4のシステムのダウンロード方法①

1.弊社のFOREX Meta Trader4 専用ホームページ の をクリックして
ください。URL：http://www.forex.com/jp/metatrader/

2. 無料デモ取引のお申し込みページ下部にある『無料デモ取引』のボタンをク
リックして取引システムをダウンロードしてください。

システムダウンロードシステムダウンロード



5

FOREX.com Meta Trader4のシステムのダウンロード方法②

1.弊社のFOREX Meta Trader4 専用ホームページ の をクリックして
ください。URL：http://www.forex.com/jp/metatrader/

2. Ｍeta Trader口座開設お申込みページの『Aオンラインでの口座開設』の
Meta Trader4システムダウンロードはこちらをクリックして取引システムをダウ
ンロードしてください。

システムダウンロードシステムダウンロード

1.弊社のFOREX Meta Trader4 専用ホームページ の をクリックして
ください。URL：http://www.forex.com/jp/metatrader/
1.弊社のFOREX Meta Trader4 専用ホームページ の をクリックして
ください。URL：http://www.forex.com/jp/metatrader/
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3.下記の画面が表示されますので『実行』をクリックしてください。

システムダウンロードシステムダウンロード

4.下記の画面が表示されますので、しばらくお待ち下さい。

5.下記のようなセキュリティの警告画面が表示された場合にはそのまま『実行』
ボタンをクリックしてください。
※お使いのPCによっては『開く』をクリックする場合もあります。
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6.セットアップ画面が表示されますので『日本語』を選択して『次へ』をクリック
して下さい。 ※言語の変更はダウンロード後も可能です。

7.『次へ』をクリックしてください。

システムダウンロードシステムダウンロード

8.ライセンス条項に同意しますにチェック□を入れ『次へ』をクリックしてください。レ
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11.『次へ』をクリックしてください。インストールを開始します。

9.インストール先を選択し『次へ』をクリックしてください。
※表示のままで、特に変更の必要はありません。

10.プログラムグループを確認し、『次へ』をクリックしてください。
※表示のままで、特に変更の必要はありません。

システムダウンロードシステムダウンロード
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13.セットアップが完了しましたら『終了』をクリックしてください。

システムダウンロードシステムダウンロード

14.セットアップ完了です。 MetaTrader4 at FOREX.comは自動的に起動します。画
面が確認できない場合にはタスクバーもしくはデスクトップをご確認ください。

12.セットアップが完了するまでしばらくお待ちください。
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デモ口座でFOREX.com MT4の取引システムを体験してみよう！

1.プラットフォーム画面の左下の『口座』にマウスを持ってきて、右クリックして
下さい。『デモ口座の申請(0)Insert』をクリック！

デモ口座申請デモ口座申請

2.必要事項を入力して、『次へ』をクリックしてください。口座タイプ・証拠金・レバレッ
ジの項目はご自由にお選びいただけます。『貴社からのニュースレター受取りに同意
します』にチェック□を入れ忘れないようにしてください。
※必要項目に空欄があると次へ進めません。

レ
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3.取引用サーバーを選択して、『次へ』をクリックしてください。
※表示のままで、特に変更の必要はありません。

4．ログインIDとパスワードが発行されましたら、『完了』ボタンをクリックしてください。
デモ口座開設は完了です。
※デモ口座は申請のたびにログインIDやパスワードが自動発行されます。
ターミナルのメールボックスに申請情報が配信されますのでご確認ください。

デモ口座申請デモ口座申請
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【ログイン】
①パソコンのデスクトップ上にある『MetaTrader4 at FOREX.com』というアイコンをク
リックすると、メタトレーダー4が起動します。

②デモ口座⇔ライブ口座の切り替えはメニュｰバー→ログインを選択してクリック
して下さい。
※ID・パスワード・サーバーをそれぞれ確認してログインボタンをクリックして下さい。

【ログアウト】
①ディスプレイの右上にある『×』をクリックして画面を閉じます。
もしくはメニュー→プログラムの終了を選択してクリックするとログアウトします。

ログイン・ログアウトの仕方ログイン・ログアウトの仕方
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①メニューバー：システムのメニューを表示します。
②ツールバー：アイコンツールを使うことができます。
③気配値表示：取引通貨ペアの気配値を表示しています。（ティックチャートへの切
り替えが可能です）
④ナビゲーター：口座や罫線分析ツールなどを表示しています。
⑤データ・ウィンドウ：選択されたチャートのデータが表示されます（通常は非表示）
⑥チャート：チャートを表示できます。
⑦ターミナル：保有ポジションや口座状況などを確認できます。
⑧ステータス・バー：カーソルを合わせた四本値を表示、右側にサーバ接続状態を
表示しています。

プラットフォーム画面プラットフォーム画面

①

④

⑦

⑥

⑤

②

③

⑧
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①メニューバー システムのメニューを表示します。

②ツールバー アイコンを使ってチャートや画面にアイテムを追加・修正
することができます。

③気配値表示 通貨ペアの気配値とティックチャートを切り替えてご覧いただ

けます。また、ダブルクリックで発注ウィンドウ、右クリックで
チャートや通貨ペアの表示を調整できます。

④ナビゲーター 罫線分析ツール等を利用することができます。頻繁に利用す

るツールに関しては「お気に入り」に登録することができます。

プラットフォーム画面プラットフォーム画面

ティックチャート通貨ペア一覧
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⑤データ・ウィンドウ 表示されているチャートのデータを確認できます。

⑥チャート チャート表示画面です。通常4画面ですが、追加で
表示させたり最大化させることも可能です。

⑦ターミナル 取引履歴や口座状況を確認、保有ポジションの決済
や注文の修正をすることができます。

⑧ステータスバー チャート上でカーソルを合わせた部分の四本値が表
示されます。右側にはサーバーとの接続状況を表示
されます。

プラットフォーム画面プラットフォーム画面
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⑨テスターウィンドウ Strategy Testerを使って売買プログラムをテストする
ことができます。

プラットフォーム画面プラットフォーム画面
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メニューバーをクリックすることでそれぞれのメニューアイテムを
操作することができます。

⑥⑤④③②① ⑦

メニューバーメニューバー

①

②

・新規チャート
・オフラインチャート
・チャートの再表示
・チャートの組表示
・Close 
・名前をつけて保存
・画像として保存
・デモ口座の申請
・ログイン
・プリンターの設定
・印刷プレビュー
・印刷
・プログラムの終了

新規でチャートを表示する
オフライン状態でチャートを表示する
一度閉じたチャートを再表示する
登録された組チャートを表示する
チャートを閉じる
選択したチャートの状態を保存する
チャート画像を保存する
デモ口座を申請する
ログイン画面を開く
プリンターの設定をする
印刷のプレビューをする
印刷の実行
プログラムを終了し取引画面を閉じる

・Languages
・ツールバー
・ステータスバー
・チャートバー
・気配値表示
・データ・ウィンドウ
・ナビゲーター
・ターミナル
・Strategy Tester 
・チャート全画面表示

言語を選択（例：Japanese＝日本語表示）
各ツールバーの表示・非表示を選択
ステータスバーの表示・非表示を選択
チャートバーの表示・非表示を選択
気配値の表示・非表示を選択
データ・ウィンドウの表示・非表示を選択
ナビゲーターの表示・非表示を選択
ターミナルの表示・非表示を選択
テスターウィンドウの表示・非表示を選択
フレーム全てにチャート画面を表示
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メニューバーメニューバー

・罫線分析ツール
・ライン
・チャネル
・ギャン
・フィボナッチ
・図形
・矢印類
・アンドリューズ・ピッチ
フォーク
・サイクル・ライン
・テキスト
・テキストラベル

・表示中の罫線分析ツール
・ライン等の設定
・バーチャート
・ロウソク足
・ラインチャート
・チャートを前面表示
・周期設定
・定型チャート
・更新
・グリッド
・出来高
・自動スクロール
・チャートの右端移動
・ズームイン
・ズームアウト
・ステップ・バイ・ステップ
・プロパティー

③
各種罫線分析ツールをチャート上に挿入
各種ラインをチャート上に挿入
各種チャネルをチャート上に挿入
ギャンライン等をチャート上に挿入
フィボナッチをチャート上に挿入
図形を挿入（長方形、三角形、楕円）
矢印等をチャート上に挿入
アンドリューズ・ピッチフォークをチャート上
に挿入
サイクル・ラインをチャート上に挿入
テキストをチャート上に挿入
テキストラベルをチャート上に挿入

④

チャート上で使われている罫線を表示
表示されているラインの編集及び削除
バーチャートで表示
ロウソク足で表示
ラインチャートで表示
選択したチャートを前面に移動
チャートの時間軸を設定
設定したチャートを定型として保存
チャートを更新
チャートにグリッドを表示
チャートに出来高を表示
チャートを右端に自動でスクロール
フレーム内右側に空きスペースを作る
チャートバーを拡大する（5段階）
チャートバーを縮小する（5段階）
表示中のチャートの区切りごとに移動
チャートや指標のカラー等を設定
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メニューバーメニューバー

・新規注文
・History Center 
・Global Variables 
・MetaQuotes

Language Editor
・オプション

・新規チャート
・重ね表示
・水平分割
・垂直分割
・アイコンの整列

・ヘルプ・トピックス
・MQL4 community

・バージョン情報

⑤

⑦

⑥

「注文の発注」ウィンドウを表示
過去のデータを取り込む
Global Variablesの追加と削除
メタエディターを開く

メールやパスワード等の設定をする

新たにチャートを表示
チャートを重ねて一括表示
チャートを水平に分割して一括表示
チャートを垂直に分割して一括表示
アイコンを整列させる

「メタトレーダー4」に関しての説明（英語）
「メタエディター」で作成できる自動売買
プログラムのコミュニティを表示（英語）
現在のバージョンを表示
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アイコンアイコン

アイコンをクリックすることでメニューと同様の操作をすることが
できます。

New Chart（新規チャート）
新たにチャートを追加

Chart Group（チャートグループ）
新たなチャートの組を保存、削除、選択

Market Watch（気配値表示）
気配値を表示

Data Window（データウィンドウ）
日付、値段、出来高を表示

Navigator（ナビゲーター）
ナビゲーターウィンドウを表示

Terminal（ターミナル）
ターミナルウィンドウを表示

Strategy Tester（ストラテジーテスター）
ストラテジーテスターウィンドウを表示

新規注文
注文の発注ウィンドウを表示

Meta Editor（メタエディター）
メタエディターウィンドウを表示(MQL4プログラミング専用)

Expert Advisor（エキスパートアドバイザー）
システムトレードを行うときに使用(アイコンがON、OFFボタン)

Equidistant Cannel（等距離幅のチャネル）
チャネルラインを描画する（平行線）

Fibonacci Retracement（フィボナッチリトレースメント）
フィボナッチリトレースメントを描画する

Text（テキスト）
チャート上にテキストを表示（スクロールと共にテキストも移動）

Text Label（テキスト）
チャート上にテキストを表示（スクロールしてもテキストは移動しない）

Arrows（矢印）
チャート上に矢印などを表示

Bar Chart（バーチャート）

Candle Sticks （ロウソク足チャート）

Line Chart （ラインチャート）

Zoom In（拡大）
チャートを拡大表示する

Zoom Out（縮小）
チャートを縮小する

Auto Scroll(自動スクロール)
チャートを自動でスクロール表示

Chart Shift（チャートシフト）
チャート表示時、右側にスペースを空ける

Indicators（インディケーター）
各種インディケーターを挿入する

Periods（ピリオド）
チャートの周期設定（＝時間軸）

Templates（テンプレート）
テンプレートチャートの保存、追加、削除

Cursor（カーソル）
チャートにカーソルを合わせると、日付、値段、
出来高を表示

Crosshair（十字線）
カーソルを十字カーソルに変更
（通常はCursoｒの状態）
Vertical Line（垂直線）
チャートに垂直線を描画する

Horizontal Line（平行線）
チャートに水平線を描画する

Trend line（トレンドライン）
チャートにトレンドラインを描画する

③ ④

① ②

②

③

①
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1分足

5分足

15分足

30分足

1時間足

4時間足

日足

週足

月足

アイコンアイコン

④
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1.口座情報の確認（ターミナル）

2．注文ウィンドウの表示方法

ターミナルウィンドウに、「残高」「有効保証金」「余剰
保証金」等が記載されています。

気配値表示で取引したい通貨ペアのところにカーソ
ルを合わせて下さい。右クリックをすると『新規注文』
が表示されます。
※発注手順には数通りありますが、ここでは代表的なものを
ご紹介しています。

注文方法注文方法

注文を出して取引をしてみましょう
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3-1.注文画面（成行注文）

① 通貨ペア 通貨ペアの選択
② 数量 取引数量の選択（例：0.1ロット＝10,000通貨、1.0ロット＝ 100,000通貨）
③ 決済逆指値（S/L） 逆指値での決済（損切り決済）
④ 決済指値（T/P） 指値での決済（利食い決済）
⑤ コメント 取引動機等を記録したい場合に使います。
⑥ 注文種別 注文を選択（成行注文、指値注文、逆指値注文）
⑦ 気配値 現在のBidレートとAskレートを表示
⑧ 新規取引：成行売り 新規での成行売り注文
⑨ 新規取引：成行買い 新規での成行買い注文
⑩ 提示価格との価格
誤差を有効にする レートのズレ（スリッページ）を許容するために設定（0-10ポイント）

3-2.注文成立画面 『OK』ボタンをクリックして画面を閉じます。

注文方法注文方法
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注文方法注文方法

4-1.注文画面(指値・逆指値注文)

① 通貨ペア 通貨ペアの選択
② 数量 取引数量の選択（例：0.1ロット＝10,000通貨、 1.0ロット＝100,000通貨）
③ 決済逆指値（S/L） 逆指値での決済（損切り決済）
④ 決済指値（T/P） 指値での決済（利食い決済）
⑤ コメント 注文動機等を記録したい場合に使います。
⑥ 注文種別 注文を選択（成行注文、指値注文、逆指値注文）
⑦ 注文種別 新規での指値・逆指値注文を指定（Buy Limit、Sell Limit、Buy Stop、Sell Stop）
⑧ 価格 指値・逆指値の価格を設定
⑨ 有効期限 有効期限の設定

（期限設定が無ければ、注文を取り消すまで無期限となります=GTC）
⑩ 送信 送信ボタンを押して発注完了

4-2.注文確認画面 ターミナルに発注した指値が表示されます。

※注文を変更したい場合はターミナル内の当該するポジションもしくは指値を
右クリックをします。するとサブメニューが表示されますので、「決済注文」「注
文変更または取消」等を選択し、注文の発注ウィンドウを開いて変更して下さ
い。
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注文方法注文方法

5-1.決済注文 決済注文を出す場合は、ターミナル内の当該するポ
ジションを右クリックをします。するとサブメニューが
表示されますので、「決済」「注文の変更または取消」
等を選択し注文の発注ウィンドウを開いて下さい。

5-2．成行で決済注文を出す場合 「注文の発注」ウィンドウ下部にある黄色のバー「決済
取引：建玉＃*****決済価格*****」をクリックして発注し
ます。

5-3.注文成立画面 発注後、注文が正常に成立すると完了画面が表示さ
れます。「OK」ボタンを押して完了。
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注文方法注文方法

※ここで「指値または逆指値
注文」を選ぶと新規注文を
出すことになるので注意して
下さい。

6-1．指値・逆指値で決済注文を出す場合

6-2.発注完了画面 発注後、注文が正常に成立すると完了画面が表示さ
れます。「OK」ボタンを押して完了。

①ターミナルに表示されている該当するポジ
ションにカーソルを合わせ右クリックして下さ
い。②サブメニューを開き、「注文の変更また
は取消」を選択します。③青枠の箇所に数値
を入力して下さい。④ウィンドウ下部の「＃建
玉＊＊＊＊＊＊に変更する」ボタンを押して
完了です。
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7-1注文の取消または変更をする場合① 該当する注文を右クリックしサブメニューを
開き、「注文の変更または取消」を選択します。
「注文の変更」か「注文の取消」ボタンを押して
完了です。

注文方法注文方法

7-2変更終了画面 変更または取消ができたら、完了画面が表
示されます。「OK」ボタンを押し完了です。
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注文方法注文方法

8-1注文の取消または変更をする場合② 既に約定しているポジションの、指値・逆指
値価格の変更をしたい場合は、該当する注
文を右クリックしてサブメニューを開き、「注
文の変更または取消」を選択します。

変更が終わったら、ウィンドウ下部の「＃建
玉＊＊＊＊＊＊に変更する」ボタンを押し
て完了です。

8-2注文の変更をする場合②
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ターミナルウィンドウターミナルウィンドウ

1.「取引」「口座履歴」「アラーム設定」「メールボックス」「Experts」「操作履歴」のタブが
あります。

2.アラーム設定

アラームを鳴らしたり、メール配信の設定ができます。右クリックをして別ウィンドウを表示

させ、『作成』を押すとアラーム設定の画面が表示されます。

ターミナルでは、取引履歴や口座状況等を確認することができます。
またポジションの決済や注文修正などもターミナルで行います。
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サブメニューサブメニュー

特定のウィンドウ内で右クリックをすると「サブメニュー」が表示され
ます。用途に合った項目を選択しご利用下さい。

サブメニュー① サブメニュー④

サブメニュー② サブメニュー⑤

サブメニュー③ サブメニュー⑥

「気配値」ウィンドウ内で、
右クリックをすると表示さ
れます。

「気配値」表示ウィンドウ内
で、気配値→ティックチャー
トに切り替え後、右クリック
で表示されます。

チャート内で、右クリックを
すると表示されます。

ターミナル内で、「アラーム
設定」タブがオープンした状
態で右クリックをすると表示
されます。

ターミナル内で、「取引」タブ
がオープンした状態で右を
すると表示されます。

ターミナル内で、「メールボッ
クス」タブがオープンした状
態で右クリックをすると表示
されます。

サブメニュー① サブメニュー④

サブメニュー② サブメニュー⑤

サブメニュー③ サブメニュー⑥

サブメニュー① サブメニュー④

サブメニュー② サブメニュー⑤



31

キーボードによるメニュー操作キーボードによるメニュー操作

メニュー、サブメニュー、ツール等の項目を、キーボード操作で行うこと
ができます。

Ctrl + B 表示中のライン等一覧
Ctrl + D データウィンドウ
Ctrl + F 十字カーソル
Ctrl + G グリッド表示
Ctrl + H チャート内通貨ペアと四本値を非表示・表示
Ctrl + I 表示中の罫線分析ツール
Ctrl + L 出来高を表示・非表示
Ctrl + M 気配値
Ctrl + N ナビゲーター
Ctrl + O オプション
Ctrl + P 印刷
Ctrl + R テスター
Ctrl + S 名前を付けて保存
Ctrl + T ターミナル
Ctrl + W 表示中のチャートを削除
Ctrl + Y 期間区切り表示（＝プロパティ→全般→期間区切り表示）

F1 ヘルプトピックス
F2 ヒストリーセンター
F4 メタエディター
F8 プロパティー
F9 注文発注（新規注文）
F11 全画面表示
F12 ステップ・バイ・ステップ

Alt + 1 バーチャート
Alt + 2 ロウソク足
Alt + 3 ラインチャート
Alt + C メニュー（チャート）
Alt + F メニュー（ファイル）
Alt + H メニュー（チャート）
Alt + T メニュー（ツール）
Alt + V メニュー（表示）
Alt + W メニュー（Windows）
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テクニカル指標の設定テクニカル指標の設定

移動平均線 （Moving Average）

期間：計算するバーの数
表示移動：指定したバーの数を右側にずらして表示
移動平均の種別：Simple（単純移動平均）、Exponential（指数移動平均）、Smoothed（平滑移動平
均）、Linear Weighted（線形加重移動平均）
適用価格：Close（終値）、Open（始値）、High（高値）、Low（安値）、
Median Price（高値＋安値）÷2、Typical Price（高値＋安値＋終値）÷3、Weighted Close（高値＋安
値＋終値×2）÷4

メタトレーダー4には、テクニカル分析に役立つテクニカル指標（トレン
ド系・オシレーター系・非時系列系等）がたくさん装備されています。

テクニカル指標のパラメーターは、インストール時に既に標準値で設定されておりますが、
お好みによって変更することができます。

テクニカル指標をチャートに表示させる方法は数種類あります。

例1：メニューで、「挿入」→「罫線分析ツール」を選択。
例2：ツールバーの「Indicators」アイコン をクリックして選択。
例3：ナビゲーターで、「罫線分析ツール」→挿入したいテクニカル指標をドラッグして

表示させたいチャート上にドロップ。

代表的なテクニカル指標の設定画面を紹介します
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一目均衡表 （Ichimoku Kinko Hyo）

線の種別：基準線、転換線、先行スパン1、先行スパン2、遅行線
適用価格：Open（始値）、High（高値）、Low（安値） 、Close（終値）
基準線＝{H(26)+L(26)} ÷ 2
転換線＝{H(9)+L(9)} ÷ 2
先行スパン1＝{当日転換線+当日基準線} ÷ 2 を当日を含む 26日先に記録したもの
先行スパン2＝{H(52)+L(52)} ÷ 2 を当日を含む 26日先に記録したもの
遅行線＝当日の終値を（当日を含む）26日前に遡って記録したもの

MACD （Moving Average Convergence/Divergence）

Fast EMA：速く変動するEMA
Slow EMA：遅く変動するEMA
MACD SMA：MACDとSMAを取る期間
適用価格：Close（終値）、Open（始値）、High（高値）、Low（安値）、
Median Price（高値＋安値）÷2、Typical Price（高値＋安値＋終値）÷3、Weighted Close
（高値＋安値＋終値×2）÷4
上限設定：通常は設定しません
下限設定：通常は設定しません

テクニカル指標の設定テクニカル指標の設定
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RSI （Relative strength Index）

期間：計算するバーの数（通常14日間）
適用価格：Close（終値）、Open（始値）、High（高値）、Low（安値）、
Median Price（高値＋安値）÷2、Typical Price（高値＋安値＋終値）÷3、Weighted 
Close（高値＋安値＋終値×2）÷4
上限設定：通常は100に固定
下限設定：通常は0に固定

テクニカル指標の設定テクニカル指標の設定
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ストラテジーテスターストラテジーテスター

1. 操作手順

①メニューの「表示」から、Strategy Testerを選択するか、ツールバーのStrategy 
Testerボタンをクリック。
②プラットフォームの下にテスターが表示されます。

③検証したいエキスパート・プログラムを「Expert Advisor」で選択。標準でMACDサ
ンプルと移動平均線（Moving Average）サンプルが入っています。
④「通貨ペア」のところで適用したい通貨ペアを選択。
⑤「期間」で動作させたいタイムフレーム（１分足～日足）を選択。
⑥「モデル」で適用するデータの範囲を選択します。
⑦「日付と時間を使用」にチェックをするとバックテスト期間が選択できます。
⑧「スタート」ボタンを押してバックテストを開始します。「スタート」ボタンが「ストップ」
ボタンに変化します。

⑨スタートボタン下のプログレスバーが右端まで進み、再度「ストップ」ボタンが「ス

タート」ボタンに変化したらバックテスト終了です。

メタトレーダー4には、エキスパートプログラム（Expert Advisor）を過去
のデータに適用させ、どのようなポイントで売買され、どの様な損益が
計上されたかを調べるための「バックテスト」の機能が搭載されていま
す。これをストラテジーテスター（Strategy Tester）と呼びます。
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ストラテジーテスターストラテジーテスター

⑩セッティングタブの「Open chart」を開き正常に動作したかを確認します。チャート上の
青い矢印の位置で買いポジション、赤い矢印で売りポジションが建ったことを示します。
⑪テスター・ウィンドウ下部にある各種タブ（「セッティング」「結果」「Graph」「レポート」
「操作履歴」）をクリックし、画面を切り替えることでそれぞれの結果を検証できます。
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2.セッティング・タブの設定

2-1モデル---------タイムフレームの設定について
Every tick：利用可能な全てのティックデータを使用
Control points：『Open price only』を更に細かくしたタイムフレームを使用
Open price only：対象とするタイムフレームのみのデータを使用

2-2Expert properties------システムのパラメーター変更

ストラテジーテスターストラテジーテスター

①Testing
Initial deposit：投資額の設定（500-50000） 通貨名（USD/EUR/GBP/CHF）
Positions：売買の方向を設定・変更
・Long only= 買い ・Short only= 売り ・Long&Short = 買い+売り

Optimized parameter：レポート表示される際、最適化を計るパラメーターを設定
・Balance = 資産残高
・Profit Factor = プロフィットファクター
・Expected Payoff = 期待損益 ・Maximal Drawdown = 最大ドローダウン
・Drawdown Percent = 最大ドローダウンのパーセント（％）
Genetic algorithm：遺伝的アルゴリズム手法を使って最適化する
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ストラテジーテスターストラテジーテスター

②パラメーターの入力
パラメーター変更をする場合は、「Value」の項目に新しい値を入れて変更後、
ＯＫボタンを押して決定する

③Optimization （最適化）
システムレポートのいくつかのパラメーターに対して制限した状態で最適化させること
ができます。（制限したいパラメーターにチェックを入れる）
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ストラテジーテスターストラテジーテスター

2-3.通貨ペアのプロパティー------バックテストする通貨ペアの仕様（スプレッドやスワップ）
を確認

2-4.Open chart-------エキスパートプログラムの動作結果をチャート表示

チャート上の青い矢印の位置で買いポジション、赤い矢印で売りポジションが建ったことを
示します。

2-5.Modify expert-------エキスパートプログラムを修正
2-6.Optimization-------いくつかのパラメーターを制限し最適化する

詳細は『Expert properties』をご覧下さい。
2-7.Visual mode-------Visual modeを有効にすると、プログラム動作の

過程を動的に見ることができる
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3.結果タブ

取引の時間、価格、数量などが各注文ごと個別に表示されます

4.Graphタブ

資産曲線が表示されます （横軸：トレード回数 縦軸：ドル）

5.レポートタブ

システムのさまざまなパラメーターを各項目ごとに表示

Bars in test ：テストをしたバーの数
Ticks modeled ：テストで利用したティック数
Modeling quality ：テストで利用したティックの割合
Initial deposit ：初期投資額
Total net profit ：総純損益（総利益-総損失）
Gross profit ：総利益
Gross loss ：総損失
Profit factor ：プロフィットファクター（総利益/総損失）
Expected payoff ：期待損益（総純損益/総トレード数）
Absolute drawdown ：初期投資額からのドローダウン
Maximal drawdown ：最大ドローダウン
Total trades ：総トレード数
Short positions(won %) ：売りトレード数（勝率）
Long positions(won %) ：買いトレード数（勝率）

6.操作履歴

注文の詳細が表示されます

Profit trades(% of total) ：勝ちトレード数（率）
Loss trades(% of total) ：負けトレード数（率）
Largest profit trade ：1トレード当たりの最大利益
Largest loss trade ：1トレード当たりの最大損失
Average profit trade ：勝ちトレードの平均利益
Average loss trade ：負けトレードの平均損失
Maximum consecutive wins(profit in money) ：最大連続勝ちトレード数（利益）
Maximum consecutive losses(loss in money) ：最大連続負けトレード数（損失）
Maximal consecutive profit(count of wins) ：最大連続利益（勝ちトレード数）
Maximal consecutive loss(count of losses) ：最大連続損失（負けトレード数）
Average consecutive wins ：平均連続勝ちトレード数
Average consecutive loss ：平均連続負けトレード数

ストラテジーテスターストラテジーテスター
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ストラテジーテスターストラテジーテスター

7.最適化の手順
①セッティング・タブのExpert propertiesウィンドウを開く。

②「Genetic algorithm」のチェックボックスにチェックを入れます。また、
「Optimization」タブを押すと、レポートを出すときのいくつかのパラメーターに制限を
した状態で最適化が計れます。そしてOptimized parameterを選択します。これはシ
ステムレポートで表示されるパラメーターの中でどれを最適化するかを選択すること
ができます。選択肢は「Balance（資産残高）」「Profit Factor（プロフィット・ファク
ター）」「Expected Payoff（期待損益）」「Maximal Drawdown（最大ドローダウン）」
「Drawdown Percent（最大ドローダウンのパーセント）」です。

③パラメーターの入力

「スタート（初期値）」「ステップ（変化幅）」「ストップ（最終値）」の各パラメーターの
中で変化させたいものにチェックを入れ、値を変更します。
④設定が完了したらＯＫボタンを押し、Expert propertiesウィンドウを閉じます。
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⑤スタートする前に「Optimization」項目にチェック入れ、通常のバックテストの手
順と同様に操作を行います。

⑥全てのパラメーターの組み合わせに対して、「損益」「総トレード数」「プロフィット
ファクター」「期待損益」「ドローダウン金額」「ドローダウン率」が表示されます。

⑦各種パラメーターの組み合わせに対しての資産残高をグラフ化して表示します。

（追加）
「Optimization Graph」を表示しているときにスペースキーを押すと、モザイク化された「2D 
Surface」画面が表示できます。

【ストラテジーテスター使用についてのご注意】
ストラテジー・テスターは、自動売買システム(Expert Advisors)動作を検証するための機能です。
サンプル・ストラテジーとしてMACDと移動平均線（Moving Average）が搭載されておりますが、
これらサンプルは実際の売買において利益を保証するものではありません。
バックテストをして得られる情報は、全て過去のデータに基づくものであります。したがって将来に
わたりストラテジーの有効性を保証するものではありません。
バックテスト期間は、「日付と時間を使用」にチェックをすると選択できるようになりますが、期間を
指定するだけでは、その期間のデータは取得されません。過去のデータを取得するには、チャー
ト上でマウスやカーソルで過去の方向にスクロールを繰り返すことで取得されます。

ストラテジーテスターストラテジーテスター
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メタトレーダーにはプログラミング言語「MQL4」を使ってオリジナル
のテクニカル指標を作成できる機能が搭載されています。オリジナ
ルのテクニカル指標を作成したり、プログラムの作成や修正などが
可能です。

MQL4でプログラムを作成・修正をするには、メタエディターを起動します。メタエディ
ターの起動方法は、①メニューバーから、「ツール」→「Meta Quotes Language 
Editor」を選択するか、②ツールバーの「Meta Editor」ボタンをクリックして起動させ
ます。

1.メタエディターの起動

①メイン・ウィンドウ：プログラムの記述や編集を行います。
②ツールボックス ：エラー表示やキーワード検索、レファレンスマニュアル等を

表示します。
③ナビゲーター ：MQL4の関数を調べたり、フォルダ内のファイルを参照します。

メタエディター （Meta Editor）メタエディター （Meta Editor）

2.メタエディター画面構成

①メニューバー「ツール」→「Meta Quotes Language Editor」 ②ツールバーの「Meta Editor」ボタンをクリック

① ③

②
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ゲインキャピタル・ジャパン株式会社では、推奨ストラテジーやインディケーターの作成・公
表・配布等は行いませんのであらかじめご了承ください。
メタエディターを使用したプログラムの作成及び編集は、全てお客様の判断と責任において
行っていただきますようお願いいたします。
メタエディターのご利用はすべてお客様の任意に基づきます。プログラミングのミスに起因
する各種障害・故障トラブルやPC機器等の不具合に関しては、全てお客様に帰属しますの
で、あらかじめご了承ください。

メタエディター （MetaEditor）メタエディター （MetaEditor）

3.メタエディター使用についての注意
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報告書報告書

売買履歴や口座状況、ストラテジーテスターの検証レポートは、ＨＴ
ＭＬ形式で保存することができます。

1.レポートの保存 ターミナルの口座履歴で右クリックをして、サブウィンド

ウを開きます。そして『レポートの保存』をクリックします。

「レポートの保存」で、売買履歴・ポジション状況・口座状況を確認することができます。

報告書サンプル

報告書サンプル




